
DIAS シンポジウム2016 
データ統合・解析システム（DIAS）が生み出す知、社会、ビジネス 
～ 地球環境情報プラットフォームの構築に向けて ～ 
日時：平成28 年8 月1 日（月）13:30 - 17:30 
会場：東京大学 弥生講堂 一条ホール 

DIAS データのビジネス活用への期待 
～約束された市場への取り組み～ 

三井物産戦略研究所 
シニア研究フェロー 

本郷 尚 



気候変動問題 - 世界規模の課題 

気候変動枠組み条約パリ会合（COP21）が示す道筋 
 (21世紀後半の）ネットゼロエミッション社会 
 気候変動影響への対応 

2016年6月16日 日経産業新聞「Eの新話」 

2016年4月7日 日経産業新聞「Eの新話」 

「約束された市場」 

温室効果ガス削減 気候変動リスクへの対応 



課題山積＝約束された市場に取り組むための前提 

課題解決:従来のアプローチ 
 「皆の利益だが、コストの負担方法が決められない」 
  ⇒ 公共財であり政府の仕事 
制約 
・先進国政府は概ね財政赤字＝財源難 
・複雑すぎる仕組み/技術＝政府の「手に負えない」 
 

 
公共財/外部性への市場メカニズム/PPPモデルの活用 
 
ＩＯＴは革命的手法の可能性 
（理由） 
１ 需要と供給の直結 
２ 正確な需要予測 
 
データがカギ 
基本データ ＋ 周辺の社会・経済データ ＋ 自然環境データ 
 

ゲームチェンジの時代 



気候変動問題 と IOT＋情報 

2015年11月25日 日経産業新聞「Eの新話」 2016年7月21日 日経産業新聞「Eの新話」 

 「知ること」と「定量化」が第一歩 
 リスク＝event発生確率 X 影響の大きさ 
 Resilience 

IOT+情報のポテンシャルとリスク リモセンと気候変動リスク対策 



データ管理
会社 
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①データ使用料 
②アプリ収益 
（upside) 

アプリ管理会社（商業性） 
 プラットフォームビジネス 
 出資者 
①民間（Major） 
②公的（Minority） 
（公共性、中立性確保） 

データ管理会社（高い公共性） 
 政府拠出（無償） 
 データ提供（無償） 
 出資者 
①政府など公的（Major） 
②民間（Minority） 

ビジネスモデルのカギ 
①すべてのデータをone stopで供給 
②継続的なデータ供給 
③データ管理会社の公共性、アプリ管理会社の中立性 
④情報は誰のもの 法律/市場慣行など投資環境整備 

DIASの出口 – PPPのポテンシャル 

継続的な 
データ供給 

データ使用料 



まとめ 

約束された市場 
 

IOT+情報蓄積は道具 
 

供給側の発想から需要志向へ 

ゲームチェンジの時代 - 目指すはゲームチェンジャー 


